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NAStorage サーバは、UNIX/Linux 環境のNIS (Network Information Service) をサポートしています。

Network Information Service (NIS) は、データベースとプロセスから成る簡単なネットワーク検索サービスを

提供します。 

 

NAStorageは、NISサービスをクライアントとして利用します。 NISドメインのサーバを検出し、NISバインディ

ング情報を取得します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NFS環境における共有リソースのセキュリティ設定に、NISバインディング情報を利用する 

NIS サポートを有効にする 

UNIX/Linuxネットワーク（NFSプロトコル）を有効にする 

NIS ユーザを自動マッピング 

開始 
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1. UNIX/Linuxネットワーク（NFSプロトコル）を有効にする 

 

NAStorage には、NFS（UNIX/Linux）プロトコルでファイルアクセスできます。 

NAStorage のUNIX/Linux ネットワーク（NFSプロトコル）を有効にするだけです。 

 

設定フロー： ネットワーク － UNIX/Linuxに移動 ?  UNIX/Linuxネットワーク（NFSプロトコル）を有効 

にするチェックボックスにチェックを付ける ?  適用をクリック 

 

 

 

UNIX/Linuxネットワーク（NFSプロトコル）を有効にしなかった場合、NAStorageはNFSプロトコルを介 

したファイルアクセスを受け付けません。 NAStorage の共有リソースを一覧表示する "showmo unt" コ 

マンドや NAStorage のNFSサービス状態をチェックする "rpcinfo" コマンドは failureとなります。 

そして "Port mapper failure" メッセージを受信します。 

 

UNIX/Linux ネットワーク（NFS プロトコル）を有効に

する － NAStorageはNFSプロトコルを介したファイ

ルアクセスを受け付ける 
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そして、NAStorage サーバは NISをサポートしません。 

 

 

 

UNIX/Linux ネットワーク（NFS プロトコ

ル）を有効にしなかった場合、NAStorage は 

NFS プロトコルを介したファイルアクセス

を受け付けません。 

UNIX/Linuxネットワーク（NFSプロ

トコル）を有効にしなかったので、

NAStorage は NFS 環境における NIS 

サービスをサポートしません。 



 

- 4 - 

2. NISサポートを有効にする 

 

NAStorage は、NISサービスをクライアントとして利用します。 NISドメインのサーバを検出し、NISバイ 

ンディング情報を取得します。 NAStorageサーバは、NISドメインの検出にブロードキャストとIPアドレス 

指定の２ 種類のモードをサポートしています。 

 

設定フロー： ネットワーク － UNIX/Linuxに移動 ?  NISサポートを有効にするチェックボックスにチェッ 

クを付ける ?  NISドメイン名欄にNISドメイン名を入力 ?  NISドメインを検出するモード 

（ブロードキャスト／IP アドレス指定）の種類を選択 ?  適用をクリック 

 

 

 

上の例では、NAStorageは NIS ドメイン "audionet.domain.net" をブロードキャストにより検出します。 

NISサーバが応答しないと、セキュリティログに次の１行が追加されます。 

"No NIS server is responding - audionet.domain.net" 

 

UNIX/Linuxネットワーク（NFSプロトコル）

を有効にした後、NAStorageは NFS環境にお

ける NISサービスをサポートします。 
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NISサーバの検出に IPアドレスを使用することもできます。 このモードでは、NISドメインにスレーブサー

バがある場合、２つの IPアドレスを指定することができます。 

 

 
 

NAStorage がNISサーバに接続できないと、セキュリティログに次の１行が追加されます。 

"Fail to connect with NIS server" 
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3. NFS環境における共有リソースのセキュリティ設定に、NISバインディング 
情報を利用する 

 

NAStorage は、マウントされたNAStorage 共有リソースとファイル／フォルダのパーミッションで、ログイン

ユーザの UID、GID をチェックするため（NAStorage のボリュームをマウントしている）、UNIX ホストを信

頼します。 NAStorage の管理者ホームページで設定されたパーミッション（所有者 - ユーザ／グループ

とアクセス権 - rwx rwx rwx）は、NFSクライアントがマウントしている間、マウントポイントのデフォルトパー

ミッションとしてセットされます。 NAStorage がNFS環境において NISサポートを有効にすると、NISサ

ーバからNISバインディング情報を取得します。 つまり、NISバインディング情報は、マウントポイントのデ

フォルトパーミッションとして UID & GID を割り当てるために使用されます。 

 

設定フロー： セキュリティ － 共有に移動 ?  パーミッションをクリック ?  UNIX/Linuxホストボタンをクリ 

ック ?  UID一覧からUIDを選択 ?  GID一覧からGID を選択 ?  UNIX ホストIPアドレ 

スを左から右のウィンドウに追加し、パーミッションを選択 ?  適用をクリック 

 

 

 

上の例では、NAStorageは既にNISサーバからNISバインディング情報を取得しており、それらのアカウ 

ントをマウントポイントのデフォルトパーミッションとして選択することができます。 
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例えば、ユーザアカウント "engineer1" を選択します。 UIDに自動マッピングし、NISサーバからこの 

ユーザのグループをチェックします。 共有パーミッションとして別のグループ／GID に変更することもでき 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザ情報は NISサーバのユーザデータベースから確認できます。 
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例えば、（192.168.xxx.yyy の UNIX/Linux ホストの場合）読み込み／書き込みパーミッションをホスト 

"192.168.xxx.yyy" に割り当てます。 その結果、このホストは NAStorage から共有リソースをマウントし、

マウントポイントにファイル／フォルダを作成することができます。 

 

 

 

NFS クライアントがこの共有リソースをマウン

トする時、マウントポイントのパーミッションは

この設定に置き換えられます。 

NAStorage は、どの UNIXホストが、ど

の読み込み／書き込みパーミッションで

データにアクセスできるかを決定するた

めに、ここにある設定を使用します。 

マウントポイント  "/mnt/NAStorage" のパーミ

ッションが、UID：engineer1 GID：engineer  

パーミッション：755に変わった。 
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NFSクライアントからマウントポイントパーミッションを変更することもできます。 これらの変更は、管理者ホ 

ームページに反映されます。 
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4. NISユーザを自動マッピング 

 

Non-NFSクライアントは、識別にはUIDとGIDを使用していません。 NAStorage へのアクセスに、例え 

ばWindowsやUNIX/Linuxクライアント等複数のプロトコルを使用しているユーザの正しい識別を維持す 

るためには、マッピングが必要となってきます。 Windows とUNIX/Linux オペレーティングシステムは、

ユーザ識別、ユーザ認証、リソースのアクセスコントロールに異なるメカニズムを採用しています。 異機種

ネットワーク環境では、ユーザは UNIX とWindows ネットワークそれぞれに、別々のアカウントを持ってい

ます。 Windowsと UNIX のユーザ識別とユーザ名は異なる方法で蓄積されかつ、使用されるので、２つ

のネットワークに同じユーザがあったとしても、この２つの組の間には何の関連性もありません。 

 

異なるユーザ名と異なる識別メカニズムを持った別個の名前空間は、クロスドメインのリソースアクセスを提

供するサービスにとっては大きな問題を引き起こします。 このようなサービスが正しく動くには、それぞれの

名前空間独自のユーザ識別が必要です。 一方、ユーザは慣れ親しんだ名前空間を使いたがります。 

 

NAStorage は、NISユーザによるnon-NFSユーザのマッピングをサポートします。 つまり、NAStorage

はローカルアカウントとNISサーバのドメインアカウントをチェックし、NISユーザで自動マッピングします。 

 

設定フロー： ネットワーク － UNIX/Linux に移動 ?  修正ボタンをクリック ?  ユーザマッピングを有効

にするチェックボックスにチェックを付ける ?  NIS ユーザで自動マッピングボタンをクリック 

?  適用をクリック 
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NISユーザで自動マッピングボタンをクリックすると、NAStorage は NISサーバに接続し、NISユーザ 

マッピングと一緒にローカル／ドメインアカウント用 NISバインディング情報を取得します。 

 

 
 

 

 

non-NFS クライアントに対するユー

ザマッピング機能を有効にする 

NIS ユーザで自動マッピング

ボタンをクリック 
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NISサーバユーザデータベースでユーザ情報を確認します。 

 

 
 

例えば、以下は NAStorage がローカルユーザアカウントとドメインユーザアカウントを持っていて、ユーザ 

名をUID/GID にUNIX/Linux 環境のNISユーザでマッピングしたい場合の例です。 

 

 
 

ローカルアカウント "test" で HTTP ユーザホームにログインし、HTTP プロトコルを介して、ファイルを作

成・アップロードできます。 

（フォルダ／ファイルは SMB、AFP、... FTP など別のプロトコルでも作成できます。 これらすべてのプロト

コルも同様のルールに従います。） 
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ドメインユーザでログインし、ログイン名をNISユーザのUID/GID にマッピングすることもできます。  

例えば、ドメインアカウント "user_a" でFTPホームディレクトリにログインし、FTPプロトコルを介してファイ 

ルを作成、アップロードできます。 

（フォルダ／ファイルは SMB、AFP、... FTP など別のプロトコルでも作成できます。 これらすべてのプロト

コルも同様のルールに従います。） 
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